「平和への結集」をめざす市民の風

誕生までの流れ

2003年1月
地球平和公共ネットワークの発足。
研究者と市民とが連携して公共的な観点から地球的平和を希求する緩やかなネットワークという形で発足した。
2003年12月
「平和への結集」を目的とする初会合開催。
2004年4月
平和運動関係者を中心に第１回シンポジウム開催。
「危機に打ち勝つ平和運動を求めて ―『平和への結集』の可能性―」
「平和への結集」を試みることについて合意した。

2004年7月
参議院選挙。
自公連立与党が参院勢力を維持。沖縄では「２００４沖縄宣言」が伏線となり平和統一候補が実現し、糸数慶子さんが当選した。
2004年9月
箱根で有識者や平和運動関係者を中心に非公開会合を開催。

沖縄の方式に倣って「2005『平和への結集』宣言」の原案を作成。

2004年10月
第2回シンポジウムを開催。

「2005『平和への結集』宣言を求めて－統一の風を沖縄から－」。ここで宣言の原案を公表し、「平和への結集」を提案した。
2005年9月
衆議院選挙。
「９・１１衆院選における『平和への結集』の訴えーー平和統一候補の実現により、平和問題を総選挙の最大争点に」という「８・15アピール」を発表。

2006年3月
約半年の協議・準備期間を経て、2005年総選挙の絶望を、2007年参院選の希望に変えるため、呼びかけ文書を公表し「平和への結集」の運動を本格的に開始。
	· 「平和への結集（uniting for peace）」という概念は、「平和のための結集」と呼ばれる国連決議377に由来する。ここでは、「国際の平和及び安全を維持する」という国連の目的の遂行が国家間の対立によって阻害されないことを保障し、戦争に反対する国々には国際社会の場での発言力を与え、国際の平和と安全を維持するために結集できると定めている。




